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(57)【要約】

【課題】ロールの交換作業の簡素化に寄与可能な、圧延

ロール装置のロール交換機構を実現する。

【解決手段】本開示の一形態に係る圧延ロール装置（１

）のロール交換機構（２０）は、圧延ロール装置（１）

のロールの回転軸と平行に配置されるレール部材（２１

）と、ロールユニットの支持フレームに設けられ、レー

ル部材（２１）に載置される載置部と、圧延ロール装置

（１）の装置フレームに設けられ、レール部材（２１）

が載置される被載置部と、圧延ロール装置（１）の装置

フレームに形成され、ロールユニットを挿抜可能な開口

部と、を備える。レール部材（２１）が被載置部に載置

され、且つレール部材（２１）に載置部が載置された状

態で、レール部材（２１）に沿ってロールユニットを圧

延ロール装置（１）の装置フレームの開口部から引き抜

き又は押し込み可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ロ ー ル と 前 記 ロ ー ル の 回 転 軸 と 前 記 回 転 軸 を 支 持 す る 支 持 フ レ ー ム と を 有 す る ロ ー ル ユ

ニ ッ ト と 、 前 記 支 持 フ レ ー ム が 取 り 外 し 可 能 に 連 結 さ れ る 装 置 フ レ ー ム と 、 を 備 え る 圧 延

ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 で あ っ て 、

　 前 記 回 転 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ る 第 １ の レ ー ル 部 材 と 、

　 前 記 支 持 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 載 置 さ れ る 載 置 部 と 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 が 載 置 さ れ る 被 載 置 部 と 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム に お け る 前 記 回 転 軸 が 延 在 す る 方 向 の 側 の 部 分 に 形 成 さ れ 、 前 記 ロ ー

ル ユ ニ ッ ト を 挿 抜 可 能 な 開 口 部 と 、

を 備 え 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム の 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 前 記 回 転 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ た 前 記 第 １ の レ ー

ル 部 材 が 前 記 被 載 置 部 に 載 置 さ れ 、 且 つ 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 前 記 載 置 部 が 載 置 さ れ た

状 態 で 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 沿 っ て 前 記 ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 前 記 装 置 フ レ ー ム の 開 口 部

か ら 前 記 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 外 側 に 引 き 抜 き 又 は 前 記 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 内 側 に 押 し 込 み 可 能

で あ る 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 載 置 部 は 、 前 記 回 転 軸 が 延 在 す る 方 向 に 回 転 可 能 な 車 輪 を 備 え 、

　 前 記 車 輪 が 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 載 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ

ー ル 交 換 機 構 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ロ ー ル ユ ニ ッ ト と し て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 備 え 、

　 前 記 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 前 記 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 連 結 す る 連 結 部 材 を 備 え る

、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 前 記 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と の 間 に 配 置

さ れ 、 且 つ 前 記 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト の ロ ー ル と 前 記 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト の ロ ー ル と の

間 隔 を 保 持 す る 間 隔 保 持 部 を 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構

。

【 請 求 項 ５ 】

　 ロ ー ル 交 換 台 車 を 備 え 、

　 前 記 ロ ー ル 交 換 台 車 は 、

　 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 と 連 結 さ れ る 第 ２ の レ ー ル 部 材 と 、

　 前 記 第 ２ の レ ー ル 部 材 を 昇 降 さ せ る 昇 降 装 置 と 、

　 前 記 昇 降 装 置 を 支 持 す る 台 車 本 体 と 、

を 備 え る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 圧 延 ロ ー ル 装 置 は 、 例 え ば 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 を 製 造 す る 際 に 金 属 箔 上 に 塗 布 さ れ た

電 極 材 を 圧 延 す る た め に 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 圧 延 ロ ー ル 装 置 は 、 例 え ば 、 ２ 本 の

ロ ー ル の 間 に 被 圧 延 部 材 を 通 す 構 成 と さ れ て い る 。 こ の と き 、 ロ ー ル 表 面 の 摩 耗 や 損 傷 に

よ っ て ロ ー ル を 交 換 す る 必 要 が 生 じ る 場 合 が あ り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ２ 本 の ロ ー

ル を 連 結 し た 状 態 で ホ イ ス ト ク レ ー ン を 用 い て 一 体 的 に 交 換 す る ロ ー ル の 組 み 替 え 工 法 が

開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ９ ２ １ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 出 願 人 は 、 以 下 の 課 題 を 見 出 し た 。 特 許 文 献 １ の ロ ー ル の 組 み 替 え 工 法 は 、 ロ ー ル を

交 換 す る た め に ホ イ ス ト ク レ ー ン の よ う な 大 型 の 設 備 が 必 要 で あ り 、 ロ ー ル の 交 換 作 業 が

大 掛 か り あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 開 示 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ロ ー ル の 交 換 作 業 の 簡 素 化

に 寄 与 可 能 な 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 実 現 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 は 、 ロ ー ル と 前 記 ロ ー ル の 回 転

軸 と 前 記 回 転 軸 を 支 持 す る 支 持 フ レ ー ム と を 有 す る ロ ー ル ユ ニ ッ ト と 、 前 記 支 持 フ レ ー ム

が 取 り 外 し 可 能 に 連 結 さ れ る 装 置 フ レ ー ム と 、 を 備 え る 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構

で あ っ て 、

　 前 記 回 転 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ る 第 １ の レ ー ル 部 材 と 、

　 前 記 支 持 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 載 置 さ れ る 載 置 部 と 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 が 載 置 さ れ る 被 載 置 部 と 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム に お け る 前 記 回 転 軸 が 延 在 す る 方 向 の 側 の 部 分 に 形 成 さ れ 、 前 記 ロ ー

ル ユ ニ ッ ト を 挿 抜 可 能 な 開 口 部 と 、

を 備 え 、

　 前 記 装 置 フ レ ー ム の 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 前 記 回 転 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ た 前 記 第 １ の レ ー

ル 部 材 が 前 記 被 載 置 部 に 載 置 さ れ 、 且 つ 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 前 記 載 置 部 が 載 置 さ れ た

状 態 で 、 前 記 第 １ の レ ー ル 部 材 に 沿 っ て 前 記 ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 前 記 装 置 フ レ ー ム の 開 口 部

か ら 前 記 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 外 側 に 引 き 抜 き 又 は 前 記 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 内 側 に 押 し 込 み 可 能

で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 開 示 に よ れ ば 、 ロ ー ル の 交 換 作 業 の 簡 素 化 に 寄 与 可 能 な 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交

換 機 構 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 交 換 す る 様 子 を 示 す 図

で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 交 換 す る 際 の ロ ー ル 交

換 機 構 の 各 部 の 様 子 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

を 引 き 抜 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 交 換 す る 際 の ロ ー ル 交

換 機 構 の 各 部 の 様 子 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 １ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

を 引 き 抜 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ２ の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 一 体 的 に 引 き 抜 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 本 開 示 を 適 用 し た 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明

す る 。 但 し 、 本 開 示 が 以 下 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る 訳 で は な い 。 ま た 、 説 明 を 明 確 に す
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る た め 、 以 下 の 記 載 及 び 図 面 は 、 適 宜 、 簡 略 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ＜ 実 施 の 形 態 １ ＞

　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 交 換 す る 様 子 を 示 す

図 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト を 交 換 す る 際 の ロ ー ル 交 換 機 構 の 各 部 の 様 子 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 実

施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 引 き 抜 い た

状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 第 ２ の ロ

ー ル ユ ニ ッ ト を 交 換 す る 際 の ロ ー ル 交 換 機 構 の 各 部 の 様 子 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図

５ は 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト を

引 き 抜 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 先 ず 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の 基 本 構 成 を 説 明 す る 。 こ こ で 、 以 下 の 説 明 で は

、 説 明 を 明 確 に す る た め に 三 次 元 （ Ｘ Ｙ Ｚ ） 座 標 系 を 用 い て 説 明 す る 。 圧 延 ロ ー ル 装 置 １

は 、 例 え ば 、 金 属 箔 上 に 塗 布 さ れ た 電 極 材 な ど の 被 圧 延 部 材 を 圧 延 す る た め に 用 い る こ と

が で き る 。 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 、 第 ２ の ロ

ー ル ユ ニ ッ ト ３ 、 装 置 フ レ ー ム ４ 、 第 １ の モ ー タ ５ 及 び 第 ２ の モ ー タ ６ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｙ 軸 方 向 に 延 在 す る ロ ー ル ２ ａ

、 ロ ー ル ２ ａ か ら Ｙ 軸 ＋ 側 及 び Ｙ 軸 － 側 に 突 出 し 、 Ｙ 軸 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 ２ ｂ 、 及 び

軸 受 け を 介 し て 回 転 軸 ２ ｂ を 回 転 可 能 に 支 持 す る Ｙ 軸 ＋ 側 及 び Ｙ 軸 － 側 の 支 持 フ レ ー ム ２

ｃ を 備 え て い る 。 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ の 外 周 形 状 は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 矩 形 状 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ に 対 し て Ｚ 軸

－ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 略 等 し い

構 成 と さ れ て お り 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ロ ー ル ３ ａ 、 回 転 軸 ３ ｂ 及

び 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ を 備 え て い る 。 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ の 外 周 形 状 は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か

ら 見 て 略 矩 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 装 置 フ レ ー ム ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 台 ４ ａ 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 、 第 ２ の 支

持 ス タ ン ド ４ ｃ 、 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｄ 及 び ビ ー ム ４ ｅ を 備 え て い る 。 基 台 ４ ａ は 、 例

え ば 、 テ ー ブ ル 形 状 を 基 本 形 態 と し て い る 。 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ は 、 基 台 ４ ａ か ら Ｚ

軸 ＋ 側 に 立 ち 上 が っ て い る 。 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ は 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 矩 形 環 状 で

あ る 。 つ ま り 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ は 、 図 ２ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｙ

軸 方 向 に 貫 通 す る 開 口 部 ４ ｆ を 備 え て い る 。 開 口 部 ４ ｆ は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略

矩 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 台 ４ ａ か ら Ｚ 軸 ＋ 側 に 立 ち 上 が っ て

い る 。 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 略 等 し い 形 状 と さ れ て お り

、 図 ２ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 開 口 部 ４ ｇ を 備 え て い る 。 第 ２ の 支 持 ス タ ン

ド ４ ｃ は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 間 隔 を 開 け て 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ に 対 し て Ｙ

軸 ＋ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の と き 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ

と の 間 隔 は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と の 間 に 第 １ の ロ ー ル ユ

ニ ッ ト ２ の ロ ー ル ２ ａ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の ロ ー ル ３ ａ を 配 置 可 能 な 間 隔 で あ る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｄ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 台 ４ ａ か ら Ｚ 軸 ＋ 側 に 立 ち 上 が っ て

い る 。 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｄ は 、 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と 間 隔 を 開 け て 、 第 ２ の 支 持

ス タ ン ド ４ ｃ に 対 し て Ｙ 軸 ＋ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ビ ー ム ４ ｅ は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４
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ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ 、 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｄ と

を 連 結 す る 梁 材 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の よ う な 装 置 フ レ ー ム ４ に お い て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

２ の Ｙ 軸 － 側 の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ が 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ に 挿 入 さ れ 、 第

１ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の Ｙ 軸 ＋ 側 の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ が 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部

４ ｇ に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ が ボ ル ト な ど の 締 結 部 材 で 第 １ の 支 持

ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の ロ ー ル

ユ ニ ッ ト ２ は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に 対 し て 取 り 付 け 及

び 取 り 外 し 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 一 方 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の Ｙ 軸 － 側 の 支 持 フ レ ー ム ３

ｃ が 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ に 挿 入 さ れ 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の Ｙ 軸 ＋

側 の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ が 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部 ４ ｇ に 挿 入 さ れ て 、 第 ２ の ロ ー

ル ユ ニ ッ ト ３ が 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ に 対 し て Ｚ 軸 － 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 第 ２ の ロ

ー ル ユ ニ ッ ト ３ が ボ ル ト な ど の 締 結 部 材 で 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン

ド ４ ｃ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ も 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド

４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に 対 し て 取 り 付 け 及 び 取 り 外 し 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の Ｚ 軸 方 向 の 高 さ 位 置 が 調 整 可 能 で あ る と よ い 。 例

え ば 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の Ｙ 軸 － 側 の 支

持 フ レ ー ム ３ ｃ と 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ の Ｚ 軸 － 側 の 面 と の 間 、 及 び 第 ２

の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の Ｙ 軸 ＋ 側 の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部 ４

ｇ の Ｚ 軸 － 側 の 面 と の 間 に 配 置 さ れ る 昇 降 装 置 ７ を 介 し て 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 第

１ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に 設 け ら れ た ガ イ ド ８ に 沿 っ て Ｚ 軸 方

向 に 移 動 可 能 で あ る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 昇 降 装 置 ７ は 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を Ｚ 軸 方 向 に 昇 降 可 能 な 構 成 で あ れ ば よ く 、 例

え ば 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 楔 ７ ａ を Ｘ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で Ｚ

軸 方 向 の 高 さ が 変 化 す る 楔 機 構 を 備 え て い る と よ い 。 そ し て 、 昇 降 装 置 ７ は 、 例 え ば 、 昇

降 装 置 ７ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ と の 間 に 配 置 さ れ た ロ ー ド セ ル な

ど の 荷 重 検 出 器 ９ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の ロ ー ル ２ ａ と 第 ２ の

ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の ロ ー ル ３ ａ と で 被 圧 延 部 材 を 圧 延 し た 際 の 荷 重 が 予 め 設 定 さ れ た 荷 重

に な る よ う に 制 御 さ れ る と よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ガ イ ド ８ は 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を Ｚ 軸 方 向 に 案 内 可 能 な 構 成 で あ れ ば よ く 、 例 え

ば 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 レ ー ル ８ ａ に 沿 っ て ブ ロ ッ ク ８ ｂ が 摺 動 す る リ ニ ア ガ イ ド

を 備 え て い る と よ い 。 レ ー ル ８ ａ は 、 Ｚ 軸 方 向 に 延 在 し た 状 態 で 、 Ｘ 軸 方 向 で 対 向 す る よ

う に 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部 ４ ｇ に 固

定 さ れ て い る 。 そ し て 、 ブ ロ ッ ク ８ ｂ に は 、 連 結 部 材 １ ０ を 介 し て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

３ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ が ボ ル ト な ど の 締 結 部 材 で 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の ロ

ー ル ユ ニ ッ ト ３ は 、 昇 降 装 置 ７ の 昇 降 に 基 づ い て レ ー ル ８ ａ に 沿 っ て 昇 降 可 能 で あ る 。 ま

た 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ は 、 ガ イ ド ８ に 対 し て 取 り 付 け 及 び 取 り 外 し 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 第 １ の モ ー タ ５ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の ロ ー ル ２ ａ を 回 転 さ せ る 。 第 １ の モ ー タ

５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｄ に 固 定 さ れ て お り 、 駆 動 軸 １ １ を 介 し

て 第 １ の モ ー タ ５ の 駆 動 力 を 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 回 転 軸 ２ ｂ に 伝 達 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 ２ の モ ー タ ６ は 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の ロ ー ル ３ ａ を 回 転 さ せ る 。 第 ２ の モ ー タ

６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の モ ー タ ５ に 対 し て Ｚ 軸 － 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 第 ３ の 支
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持 ス タ ン ド ４ ｄ に 固 定 さ れ て お り 、 駆 動 軸 １ ２ を 介 し て 第 ２ の モ ー タ ６ の 駆 動 力 を 第 ２ の

ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 回 転 軸 ３ ｂ に 伝 達 可 能 で あ る 。 こ の と き 、 各 々 の モ ー タ と 駆 動 軸 と の

間 、 又 は 各 々 の 駆 動 軸 と ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 回 転 軸 と の 間 に は 、 フ レ キ シ ブ ル カ ッ プ リ ン グ

な ど の 自 在 継 手 が 配 置 さ れ て い る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 上 述 の 構 成 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ

ッ ト ３ を 交 換 す る た め に 用 い る ロ ー ル 交 換 機 構 の 構 成 を 説 明 す る 。 ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ は

、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ 、 第 ２ の 載 置 部

２ ３ 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ 、 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ

、 及 び ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 備 え て い る 。 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ は 、 図 ２ （ ａ ） 及 び 図 ４

（ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 断 面 略 矩 形 状 の 長 尺 部 材 で あ る 。 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ は

、 Ｙ 軸 方 向 に お い て 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と に 掛 け 渡 す こ

と が 可 能 な 長 さ 以 上 の 長 さ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 第 １ の 載 置 部 ２ ２ は 、 図 ２ （ ｂ ） 及 び 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

２ を 交 換 す る た め に 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と に 掛 け 渡 さ れ た

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 。 第 １ の 載 置 部 ２ ２ は 、 例 え ば 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト ２ の Ｙ 軸 － 側 の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ の Ｚ 軸 － 側 の 両 角 部 、 及 び 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の

Ｙ 軸 ＋ 側 の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ の Ｚ 軸 － 側 の 両 角 部 に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 部 ２ ２ ａ を 備 え て

い る 。 切 り 欠 き 部 ２ ２ ａ は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 矩 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の と き 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ は 、 図 ２ （ ｂ ） 及 び 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 切 り 欠 き 部

２ ２ ａ の Ｚ 軸 ＋ 側 の 端 部 に 設 け ら れ た 車 輪 ２ ２ ｂ を 備 え て い る と よ い 。 車 輪 ２ ２ ｂ は 、 Ｘ

軸 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 。 そ し て 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ が 第 １ の レ

ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 際 に 車 輪 ２ ２ ｂ が 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ は 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

３ を 交 換 す る た め に 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と に 掛 け 渡 さ れ た

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 。 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ は 、 例 え ば 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ と

略 同 様 に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 各 々 の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ の Ｚ 軸 － 側 の 両 角 部 に 形 成

さ れ た 切 り 欠 き 部 ２ ３ ａ を 備 え て い る 。 切 り 欠 き 部 ２ ３ ａ は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て

略 矩 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ は 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 切 り 欠 き 部

２ ３ ａ の Ｚ 軸 ＋ 側 の 端 部 に 設 け ら れ た 車 輪 ２ ３ ｂ を 備 え て い る と よ い 。 車 輪 ２ ３ ｂ は 、 Ｘ

軸 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 。 そ し て 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ が 第 １ の レ

ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 際 に 車 輪 ２ ３ ｂ が 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 交 換 す

る た め に 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と に 掛 け 渡 さ れ た 第 １ の レ ー

ル 部 材 ２ １ が 載 置 さ れ る 。 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ は 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 Ｌ 字 形 状

の ブ ロ ッ ク 部 材 で あ る 。 つ ま り 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ は 、 Ｙ Ｚ 平 面 と 略 平 行 な 第 １ の 部 分

２ ４ ａ 、 及 び Ｘ Ｙ 平 面 と 略 平 行 な 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ の 近 傍 に 配 置 さ れ

た 状 態 で 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ が 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ 及

び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部 ４ ｇ の 内 部 に 突 出 す る よ う に 、 第 １ の 部 分 ２ ４ ａ が 第

１ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に お け る 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ の 外 側 面 に

固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 こ の と き 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 、 各 々 の 第 １ の 載 置 部 ２ ２ と 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ の 第 ２ の

部 分 ２ ４ ｂ と が Ｚ 軸 方 向 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 、 各

々 の 第 １ の 載 置 部 ２ ２ と 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ の 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ と の Ｚ 軸 方 向 の 間 隔 は 、

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ の Ｚ 軸 方 向 の 高 さ と 略 等 し い 。 こ こ で 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ は 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ の 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ に 載 置 さ れ た 状 態 で 当

該 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ に ボ ル ト な ど の 締 結 部 材 ２ ７ で 固 定 可 能 で あ る と よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ に は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 交 換 す

る た め に 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ と 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と に 掛 け 渡 さ れ た 第 １ の レ ー

ル 部 材 ２ １ が 載 置 さ れ る 。 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ は 、 例 え ば 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ と 略 等 し

く 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 Ｌ 字 形 状 の ブ ロ ッ ク 部 材 で あ る 。 つ ま り 、 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ は

、 Ｙ Ｚ 平 面 と 略 平 行 な 第 １ の 部 分 ２ ５ ａ 、 及 び Ｘ Ｙ 平 面 と 略 平 行 な 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ を 備

え て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ の 近 傍 に 配 置 さ れ

た 状 態 で 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ が 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ 及

び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ の 開 口 部 ４ ｇ の 内 部 に 突 出 す る よ う に 、 第 １ の 部 分 ２ ５ ａ が 第

１ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ に お け る 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ の 内 側 面 に

固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の と き 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 、 各 々 の 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ と 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ の 第 ２ の

部 分 ２ ５ ｂ と が Ｚ 軸 方 向 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 、 各

々 の 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ と 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ の 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ と の Ｚ 軸 方 向 の 間 隔 は 、

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ の Ｚ 軸 方 向 の 高 さ と 略 等 し い 。 ま た 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ が 第 ２

の 被 載 置 部 ２ ５ に 載 置 さ れ た 際 の Ｘ 軸 方 向 の 間 隔 は 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ が 第 １ の 被 載

置 部 ２ ４ に 載 置 さ れ た 際 の Ｘ 軸 方 向 の 間 隔 と 略 等 し い 。 こ こ で 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に

、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ は 、 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ の 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ に 載 置 さ れ た 状 態 で

当 該 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ に ボ ル ト な ど の 締 結 部 材 ２ ８ で 固 定 可 能 で あ る と よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら 第

１ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を Ｙ 軸 方 向 に 挿 抜 可 能 な 形 状 で あ り 、

例 え ば 、 上 述 し た よ う に Ｙ 軸 方 向 か ら 見 て 略 矩 形 状 で あ る 。 但 し 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４

ｂ の 開 口 部 ４ ｆ の 形 状 は 、 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を Ｙ 軸 方 向 に 挿 抜 可 能 な 形 状 で あ れ ば 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ 、 昇 降 装 置 ３ ０ 及 び

台 車 本 体 ３ １ を 備 え て い る 。 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ は 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ と 略 等 し い

形 状 で あ り 、 例 え ば 、 断 面 略 矩 形 状 の 長 尺 部 材 で あ る 。 そ し て 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ が

第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ 又 は 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ に 載 置 さ れ た 際 の Ｘ 軸 方 向 の 間 隔 と 略 等 し い

間 隔 を 開 け て 、 ２ 本 の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ が 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 昇 降 装 置 ３ ０ は 、 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 載 置 台 ３ ０ ａ を 支 持 す る フ ォ ー ク ３ ０ ｂ

を Ｚ 軸 方 向 に 昇 降 す る 。 昇 降 装 置 ３ ０ と し て は 、 一 般 的 な フ ォ ー ク リ フ ト と 略 等 し い 昇 降

装 置 を 用 い る こ と が で き る 。 載 置 台 ３ ０ ａ は 、 載 置 台 本 体 ３ ０ ｃ 及 び 挿 入 部 ３ ０ ｄ を 備 え

て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 載 置 台 本 体 ３ ０ ｃ は 、 例 え ば 、 略 平 板 形 状 で あ り 、 載 置 台 本 体 ３ ０ ｃ の Ｚ 軸 ＋ 側 の 面 に

２ 本 の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 挿 入 部 ３ ０ ｄ に は 、 フ ォ ー ク ３ ０ ｂ が 挿

入 さ れ る 。 挿 入 部 ３ ０ ｄ は 、 例 え ば 、 筒 形 状 で あ り 、 ２ 本 の フ ォ ー ク ３ ０ ｂ の 間 隔 と 略 等

し い 間 隔 を 開 け て 、 載 置 台 本 体 ３ ０ ｃ の Ｚ 軸 － 側 の 面 に 固 定 さ れ て い る 。 台 車 本 体 ３ １ は
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、 昇 降 装 置 ３ ０ を 支 持 す る 。 そ し て 、 台 車 本 体 ３ １ の 下 面 に 車 輪 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ

に よ り 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 自 在 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 交 換 す る

流 れ を 説 明 す る 。 先 ず 、 図 １ 及 び 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ を 装 置

フ レ ー ム ４ の 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら Ｙ 軸 ＋ 側 に 挿 入 し て 第 １ の ロ ー ル

ユ ニ ッ ト ２ の 回 転 軸 ２ ｂ と 略 平 行 に 配 置 し 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ の 第 ２ の 部 分 ２ ４ ｂ に 載

置 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ の と き 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ を 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ の 第

２ の 部 分 ２ ４ ｂ に 締 結 部 材 ２ ７ で 固 定 す る と よ い 。 ま た 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 第 １

の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ に 設 け ら れ た 第 １ の 載 置 部 ２ ２ と 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ と が 略 接 触 状

態 で あ る と よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ に 近 付 け て 、 第 １ の

レ ー ル 部 材 ２ １ と ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ と を Ｙ 軸 方 向 で 略 連 続 さ せ

る 。 こ の と き 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ と 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ と を 連 結 部 材 で 連 結 す る と

よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ

と を 固 定 す る 締 結 部 材 を 緩 め て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び

第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と の 固 定 状 態 を 解 除 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ に よ り 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 第 １ の 支 持 フ レ ー ム

２ ｃ に 設 け ら れ た 第 １ の 載 置 部 ２ ２ が 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 。 こ の と き 、 第

１ の 載 置 部 ２ ２ が 車 輪 ２ ２ ｂ を 備 え て い る 場 合 、 当 該 車 輪 ２ ２ ｂ が 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １

に 載 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 駆 動 軸 １ １ と の 連 結 状 態 を 解 除 す る 。 そ し て 、 例 え ば

、 人 力 （ 但 し 、 Ｙ 軸 方 向 に 伸 縮 可 能 な ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い て も よ い ） に よ っ て 、 第 １ の

ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ 及 び 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ に 沿 っ て Ｙ 軸 － 側 に

移 動 さ せ て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら 圧 延 ロ

ー ル 装 置 １ の 外 側 に 引 き 抜 き 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 載 置 台 ３ ０ ａ に 載 置 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ の 後 、 例 え ば 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２

９ と を 連 結 部 材 で 連 結 し て 当 該 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ に 固 定 し た

状 態 と し 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 所 定 の 位 置 ま で 搬 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 一 方 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ に 押 し 込 ん で 取 り 付 け る 流 れ は 、 上

述 の 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ か ら 取 り 外 し て 引 く 抜 く 流 れ と 逆 の 流 れ

で 実 施 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト ３ の う ち 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の み を 交 換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ を 用 い て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 交 換 す る

流 れ を 説 明 す る 。 先 ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ を 装 置 フ レ ー ム

４ の 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら Ｙ 軸 ＋ 側 に 挿 入 し て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

３ の 回 転 軸 ３ ｂ と 略 平 行 に 配 置 し 、 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ の 第 ２ の 部 分 ２ ５ ｂ に 載 置 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の と き 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ を 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ の 第

２ の 部 分 ２ ５ ｂ に 締 結 部 材 ２ ８ で 固 定 す る と よ い 。 ま た 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 第 １
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の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ に 設 け ら れ た 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ と 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ と が 略 接 触 状

態 で あ る と よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ に 近 付 け て 、 第 １ の

レ ー ル 部 材 ２ １ と ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ と を Ｙ 軸 方 向 で 略 連 続 さ せ

る 。 こ の と き 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ と 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２ ９ と を 連 結 部 材 で 連 結 す る と

よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ

と を 固 定 す る 締 結 部 材 を 緩 め て 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ 及 び

第 ２ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｃ と の 固 定 状 態 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に

、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 第 １ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ に 設 け ら れ た 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ が 第

１ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ の と き 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ が 車 輪 ２ ３ ｂ を 備 え て い る 場 合 、 当 該 車 輪 ２ ３ ｂ が 第 １ の

レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 さ れ る 。 そ し て 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ が ガ イ ド ８ を 備 え て い る 場 合 、

第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ と ガ イ ド ８ の ブ ロ ッ ク ８ ｂ と を 固 定 す る 締 結

部 材 を 緩 め て 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と ガ イ ド ８ の ブ ロ ッ ク ８ ｂ と の 固 定 状 態 を 解 除 す

る と よ い 。 ま た 、 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ が 昇 降 装 置 ７ を 備 え て い る 場 合 、 昇 降 装 置 ７ の Ｚ 軸 方

向 の 高 さ を 低 く し て 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を Ｚ 軸 方 向 に 下 降 さ せ る と よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 次 に 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と 駆 動 軸 １ ２ と の 連 結 状 態 を 解 除 す る 。 そ し て 、 例 え ば

、 人 力 に よ っ て 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ 及 び 第 ２ の レ ー ル 部 材

２ ９ に 沿 っ て Ｙ 軸 － 側 に 移 動 さ せ て 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 第 １ の 支 持 ス タ ン ド ４ ｂ

の 開 口 部 ４ ｆ か ら 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ の 外 側 に 引 き 抜 き 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 載 置 台 ３ ０

ａ に 載 置 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 そ の 後 、 例 え ば 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ の 第 ２ の レ ー ル 部 材 ２

９ と を 連 結 部 材 で 連 結 し て 当 該 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ に 固 定 し た

状 態 と し 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 所 定 の 位 置 ま で 搬 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 一 方 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ に 押 し 込 ん で 取 り 付 け る 流 れ は 、 上

述 の 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ か ら 取 り 外 し て 引 き 抜 く 流 れ と 逆 の 流 れ

で 実 施 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト ３ の う ち 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の み を 交 換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ の ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ

ニ ッ ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の う ち 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル

ユ ニ ッ ト ３ を 選 択 的 に 交 換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 し か も 、 例 え ば 、 人 力 に よ っ て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３

を 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 沿 っ て Ｙ 軸 方 向 に 移 動 さ せ て 装 置 フ レ ー ム ４ の 第 １ の 支 持 ス タ

ン ド ４ ｂ の 開 口 部 ４ ｆ か ら 引 き 抜 く 又 は 押 し 込 ん で 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の

ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 交 換 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 一 般 的 な ロ ー ル の 交 換 作 業 時 に 用

い ら れ る ホ イ ス ト ク レ ー ン の よ う な 大 型 の 設 備 を 用 い な く と も 、 上 述 の よ う な 簡 単 な 構 成

の ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ を 用 い て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を

交 換 す る こ と が で き 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 交 換 作 業 の

簡 素 化 に 寄 与 で き る 。 ま た 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 交 換

作 業 の 簡 素 化 に 伴 い 、 交 換 作 業 に 伴 う コ ス ト の 削 減 に 寄 与 で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 さ ら に 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ が 車 輪 ２ ２ ｂ を 備 え て い る 場 合 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を

第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 沿 っ て 簡 単 に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ が 車 輪 ２

３ ｂ を 備 え て い る 場 合 、 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ を 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 沿 っ て 簡 単 に

移 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ が ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 備 え て い る

場 合 、 ロ ー ル 交 換 台 車 ２ ６ を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 又 は 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３

を 簡 単 に 交 換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞

　 図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 の ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ

ト と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト と を 一 体 的 に 引 き 抜 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の

ロ ー ル 交 換 機 構 は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と を 一 体 的 に 交 換

す る 際 に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 詳 細 に は 、 本 実 施 の 形 態 の ロ ー ル 交 換 機 構 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ の ロ ー

ル 交 換 機 構 ２ ０ の 構 成 に 加 え て 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と を

連 結 す る 連 結 部 材 ４ ０ を 備 え て い る 。 こ の と き 、 連 結 部 材 ４ ０ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト

２ の ロ ー ル ２ ａ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の ロ ー ル ３ ａ と の 接 触 を 抑 制 す る た め に 、 第 １

の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ と

の 間 に 配 置 さ れ る 間 隔 保 持 部 ４ ０ ａ を 備 え て い る と よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の よ う な ロ ー ル 交 換 機 構 を 用 い て 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３

と を 一 体 的 に 交 換 す る 場 合 、 実 施 の 形 態 １ の ロ ー ル 交 換 機 構 ２ ０ を 用 い て 第 ２ の ロ ー ル ユ

ニ ッ ト ３ を 交 換 す る 場 合 と 略 同 様 で あ る の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る が 、 図 ６ に 示 す よ う

に 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 支 持 フ レ ー

ム ３ ｃ と の 間 に 間 隔 保 持 部 ４ ０ ａ を 挿 入 し た 状 態 で 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 支 持 フ レ

ー ム ２ ｃ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ の 支 持 フ レ ー ム ３ ｃ と を 連 結 部 材 ４ ０ で 連 結 す る 。 そ

し て 、 連 結 さ れ た 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と を 第 ２ の 被 載 置 部

２ ５ に 載 置 さ れ た 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 沿 っ て Ｙ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 第 １ の ロ

ー ル ユ ニ ッ ト ２ と 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ と を 一 体 的 に 交 換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 開 示 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 ら れ た も の で は な く 、 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 す

る こ と が 可 能 で あ る 。

　 例 え ば 、 第 １ の 載 置 部 ２ ２ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ に 形 成 さ れ

て い る が 、 別 部 材 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 第 １ の レ ー ル 部

材 ２ １ に 載 置 す る 際 に 支 持 フ レ ー ム ２ ｃ に 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 要 す る に 、 第 １ の 載 置

部 ２ ２ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ に 載 置 可 能 な 形 状 で あ れ ば よ

い 。 こ の こ と は 、 第 ２ の 載 置 部 ２ ３ も 同 様 で あ る 。

　 例 え ば 、 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ は 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ を 載 置 可 能 な 形 状 で あ れ ば よ く

、 ま た 、 第 １ の レ ー ル 部 材 ２ １ が 第 １ の 被 載 置 部 ２ ４ に 載 置 さ れ る 際 に 装 置 フ レ ー ム ４ に

設 け ら れ て い れ ば よ い 。 こ の こ と は 、 第 ２ の 被 載 置 部 ２ ５ も 同 様 で あ る 。

　 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 の 圧 延 ロ ー ル 装 置 １ は 、 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 第 ２ の ロ ー

ル ユ ニ ッ ト ３ を 備 え て い る が 、 ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 個 数 は 問 わ な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ２ 】

１ 　 圧 延 ロ ー ル 装 置 、 ２ 　 第 １ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト 、 ２ ａ 　 ロ ー ル 、 ２ ｂ 　 回 転 軸 、 ２ ｃ 　

支 持 フ レ ー ム 、 ３ 　 第 ２ の ロ ー ル ユ ニ ッ ト 、 ３ ａ 　 ロ ー ル 、 ３ ｂ 　 回 転 軸 、 ３ ｃ 　 支 持 フ

レ ー ム 、 ４ 　 装 置 フ レ ー ム 、 ４ ａ 　 基 台 、 ４ ｂ 　 第 １ の 支 持 ス タ ン ド 、 ４ ｆ 　 開 口 部 、 ４

ｃ 　 第 ２ の 支 持 ス タ ン ド 、 ４ ｇ 　 開 口 部 、 ４ ｄ 　 第 ３ の 支 持 ス タ ン ド 、 ４ ｅ 　 ビ ー ム

２ ０ 　 ロ ー ル 交 換 機 構 、 ２ １ 　 第 １ の レ ー ル 部 材 、 ２ ２ 　 第 １ の 載 置 部 、 ２ ３ 　 第 ２ の 載

置 部 、 ２ ４ 　 第 １ の 被 載 置 部 、 ２ ５ 　 第 ２ の 被 載 置 部 、 ２ ６ 　 ロ ー ル 交 換 台 車 、 ２ ９ 　 第
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２ の レ ー ル 部 材 、 ３ ０ 　 昇 降 装 置 、 ３ １ 　 台 車 本 体 、 ４ ０ 　 連 結 部 材 、 ４ ０ ａ 　 間 隔 保 持

部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】



(12) JP  2024-17774  A   2024.2.8

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



(13) JP  2024-17774  A   2024.2.8

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　石津　誠二

　　　　　　愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

(72)発明者　岩田　和俊

　　　　　　愛知県刈谷市朝日町１丁目１番地　株式会社ジェイテクト内

(72)発明者　梅原　将一

　　　　　　静岡県湖西市岡崎２０番地　プライムアースＥＶエナジー株式会社内

(72)発明者　森　慎吾

　　　　　　静岡県湖西市岡崎２０番地　プライムアースＥＶエナジー株式会社内

(72)発明者　岸本　尚也

　　　　　　東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号　プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会

　　　　　　社内


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

